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食品による内部被ばくについて 体外計測 
による調査 

• 放射性セシウムは時間と共に体外に排出される。 
• 現在、実施しているホールボディ・カウンタ検査については、日常的な
経口摂取の影響について調べている。 

• １ミリシーベルト以上の数値が測定される原因は、ほぼ食品由来と考え
られる。 

 
※平成23年６月27日から福島県内全59市町村を対象に、ホールボディ・カウンタによる内部被ばく検査を
行っており、平成27年12月31日までに約28万人の方を検査しましたが、平成24年４月以降、1ミリシーベ
ルト以上の数値は計測されていません。 

Q. もし検出限界以上の数値がホールボディ・カウンタ検査で検出されたら？ 
 
A．市場には流通していない放射性セシウム濃度の非常に高い食品類を多く 
     摂取した可能性がある。 
  (例)野生のキノコ、山菜類、野生鳥獣(イノシシ、クマ等）の肉等 
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